
資料１
（議題①関係）

令和２年度沖縄県障害者施策推進協議会

第６期障害福祉計画及び

第２期障害児福祉計画に係る

成果目標等の速報値について

（県成果目標）

…１ 目標１ 入所施設の入所者の地域生活への移行 １ページ

２ 目標２ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

………………２ページ

…………３ 目標４ 福祉施設から一般就労への移行 ５ページ

…………４ 目標５ 障害児支援の提供体制の整備等 ９ページ

５ 目標７ 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に

……………………………係る体制の構築 11ページ

令和２年12月24日

沖縄県子ども生活福祉部

（障害福祉課）



目標１　入所施設の入所者の地域生活への移行

○　目標1-1　施設入所者の地域生活への移行（国指針：6%以上）
　　令和元年度末の施設入所者数と比較した地域生活移行者の割合　82人/2,272人 3.6%

○　目標1-2　施設入所者の削減（国指針：1.6%以上）
　　令和元年度末の施設入所者数と比較した施設入所者削減数の割合　60人/2,272人 2.6%

（単位：人）

県全体 北部 中部 南部 宮古 八重山

2,272 260 680 1,113 119 100

2,212 254 646 1,094 117 101

60 6 34 19 2 -1

183 28 60 57 24 14

243 34 94 76 26 13

82 8 18 42 8 6

（目標1-1　参考：地域移行者数の実績） （単位：人）

期　　　間
H17.10.1～
H19.10.1

H19.10.1～
H20.10.1

H20.10.1～
H21.10.1

H21.10.1～
H22.10.1

H2210.1～
H23.10.1

H23.10.1～
H24.3.31

H24.4.1～
H25.3.31

H25.4.1～
H26.3.31

H26.4.1～
H27.3.31

地域移行者数 139 91 78 86 101 67 57 36 30

小計

期　　　間
H27.4.1～
H28.3.31

H28.4.1～
H29.3.31

H29.4.1～
H30.3.31

H30.4.1～
H31.3.1

H31.4.1～
R2.3.31

地域移行者数 49 19 22 18 39

小計

（目標1-2　参考：施設入所者の利用者実績） （単位：人）

基準

H17.10.1 H18年度末 H19年度末 H20年度末 H21年度末 H22年度末 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末

2,761 2,731 2,748 2,679 2,642 2,626 2,458 2,308 2,321 2,332
前年度比
削減数 30 -17 69 37 16 168 150 -13 -11

基準

H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末 H30年度末 R元年度末

2,332 2,314 2,316 2,293 2,276 2,239
前年度比
削減数 18 -2 23 17 37

第３期計画

308 254 123

目標年度入所者数
（令和５年度末時点）

現入所者数
(令和元年度末時点）

３年間平均20人／年削減
（R2からの４年間で平均15人／年削減）

第１期計画 第２期計画

３年間平均27.3人／年移行
（R2からの４年間で平均20.5人／年移行）

削減見込み目標値
（目標1-2）

新規入所者数
（令和５年度末までの新規入所者
数）

退所者数
（令和５年度末までの退所者数）

地域移行目標数
（目標1-1）

第３期計画

第４期計画 第５期計画

第４期計画

90

第５期計画

57

第１期計画 第２期計画
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5
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）
（
国

指
針

：
H

2
6
入

院
患

者
数

を
も

と
に

県
で

定
め
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。
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入
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.9

6
）
、

沖
縄
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績
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縄
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~

~
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。
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回
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に
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績
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→
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＝
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３
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４
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４
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５
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暫
定

値
。

正
式

な
令

和
元

年
度

実
績

は
来

月
実

施
（
見

込
み

）
の

国
の

調
査

に
よ

り
把

握
す

る
。

R
元

年
度

の
一

般
就

労
移

行
者

数

R
5
年

度
の

一
般

就
労

移
行

者
数

6



目
標

４
　

福
祉

施
設

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

○
　

目
標

4
-
4
　

福
祉

施
設

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

（
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
事

業
）
（
国

指
針

：
令

和
元

年
度

実
績

の
1
.2

3
倍

以
上

）

　
　

令
和

元
年

度
の

年
間

一
般

就
労

移
行

者
数

　
5
8
人

（
※

）
　

→
　

7
4
人

（
R

5
年

度
末

）
7
4
人

/
5
8
人

＝
1
.2

8
倍

（
単

位
：
人

）

県
全

体
北

部
中

部
南

部
宮

古
八

重
山

5
8

4
1
7

3
6

1
0

7
4

5
2
2

4
4

2
1

○
　

目
標

4
-
5
　

令
和

５
年

度
に

お
け

る
就

労
定

着
支

援
事

業
の

利
用

者
数

（
国

指
針

：
一

般
就

労
移

行
者

の
う

ち
７

割
が

利
用

）

　
　

令
和

元
年

度
の

就
労

定
着

支
援

事
業

利
用

者
数

　
1
2
7
人

　
→

　
2
7
0
人

（
R

5
年

度
末

）
2
7
0
人

/
3
5
2
人

＝
7
7
%

（
単

位
：
人

）

県
全

体
北

部
中

部
南

部
宮

古
八

重
山

1
2
7

0
3
5

9
2

0
0

2
7
0

3
7
2

1
9
4

1
0

R
元

年
度

の
一

般
就

労
移

行
者

数

R
5
年

度
の

一
般

就
労

移
行

者
数

R
元

年
度

の
就

労
定

着
支

援
事

業
利

用
者

数

R
5
年

度
の

就
労

定
着

支
援

事
業

利
用

者
数

  
　

※
当

該
値

は
市

町
村

の
報

告
値

の
積

み
上

げ
に

よ
る

暫
定

値
。

正
式

な
令

和
元

年
度

実
績

は
来

月
実

施
（
見

込
み

）
の

国
の

調
査

に
よ

り
把

握
す

る
。
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目
標

４
　

福
祉

施
設

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

○
　

目
標

4
-
6
　

就
労

定
着

支
援

事
業

所
の

う
ち

、
就

労
定

着
率

が
８

割
以

上
の

事
業

所
の

割
合

（
国

指
針

：
全

体
の

７
割

以
上

）

　
　

令
和

５
年

度
末

に
お

け
る

就
労

定
着

率
８

割
以

上
の

就
労

定
着

支
援

事
業

所
の

割
合

1
9
箇

所
/
2
7
箇

所
＝

7
0
.4

%
　

７
割

以
上

（
単

位
：
箇

所
）

県
全

体
北

部
中

部
南

部
宮

古
八

重
山

1
9

1
6

1
2

0
0

(1
8
)

(1
)

(6
)

(1
1
)

(0
)

(0
)

2
7

1
8

1
6

1
1

9
1

3
5

0
0

1
9

1
6

1
2

0
0

平
成

2
5
年

度
9
箇

所
／

8
7
箇

所
　

1
0
.3

%

平
成

2
7
年

度
1
8
箇

所
／

8
1
箇

所
　

2
2
.2

%

（
参

考
）

　
就

労
定

着
率

８
割

以
上

の
事

業
所

の
割

合

R
5
年

度
の

就
労

定
着

支
援

事
業

所
数

（
見

込
み

）

R
元

年
度

の
就

労
定

着
率

８
割

以
上

就
労

定
着

支
援

事
業

所
数

R
5
年

度
の

就
労

定
着

率
８

割
以

上
就

労
定

着
支

援
事

業
所

数
（
見

込
み

）

R
元

年
度

の
就

労
定

着
支

援
事

業
所

数

○
一

般
就

労
移

行
者

と
は

福
祉

施
設

（
※

）
か

ら
一

般
企

業
等

に
就

職
し

た
者

（就
労

継
続

支
援

Ａ
型

の
利

用
者

に
な

っ
た

者
を

除
く
）
、

在
宅

就
労

し
た

者
及

び
自

ら
起

業
し

た
者

を
い

う
。

（
※

）
福

祉
施

設
＝

就
労

移
行

支
援

、
就

労
継

続
支

援
A型

・
B型

、
生

活
介

護
、

自
立

訓
練

（
機

能
訓

練
・
生

活
訓

練
）

※
（

）
内

の
数

字
は

、
就

労
移

行
実

態

調
査

に
回

答
の

な
か

っ
た

事
業

所
を

除

い
た

も
の

。
就

労
移

行
率

３
割

以
上

の

事
業

所
の

割
合

は
こ

ち
ら

を
分

母
に

算

出
し

た
。
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目
標
５
　
障
害
児
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備
等

○
　
目
標
5
-
2
　
難
聴
児
支
援
の
た
め
の
中
核
的
機
能
を
有
す
る
体
制
の
構
築

　
・
聴
覚
障
害
児
を
含
む
難
聴
児
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
県
で
は
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
、
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
（
聴
覚
障
害
）
等
の
連
携
を
図
る
等
、
難
聴
児
支
援
の
た
め
の
中
核
的
機
能
を
有
す
る
体
制
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。
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目
標
５
　
障
害
児
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備
等

県
全
体
で
の
協
議
の
場

　
・
医
療
的
ケ
ア
児
ワ
ー
キ
ン
グ
（
沖
縄
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
療
育
・
教
育
部
会
内
）

圏
域
ご
と
の
協
議
の
場

　
・
北
部
圏
域

北
部
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
会
議
　
療
育
・
教
育
部
会

　
・
中
部
圏
域

中
部
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
会
議
　
療
育
・
教
育
部
会

　
・
南
部
圏
域

南
部
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
会
議
　
療
育
・
教
育
部
会

　
・
宮
古
圏
域

宮
古
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
会
議
　
療
育
・
教
育
部
会

　
・
八
重
山
圏
域

八
重
山
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
会
議
　
療
育
・
教
育
部
会

県
全
体
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
人
数

　
・
5
人

圏
域
ご
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
人
数

　
・
北
部
圏
域

1
人

　
・
中
部
圏
域

1
人

　
・
南
部
圏
域

1
人

　
・
宮
古
圏
域

1
人

　
・
八
重
山
圏
域

1
人

市
町
村
ご
と
の
協
議
の
場
そ
の
他
の
障
害
児
支
援
に
係
る
市
町
村
成
果
目
標
に
つ
い
て
は
資
料
２
・
P
4
～
P
5
の
と
お
り
。

○
　
目
標
5
-
4
　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
た
め
の
関
係
機
関
の
協
議
の
場
の
設
置
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
（
県
全
体
及
び
圏
域
ご
と
）
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目
標
７
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
に
係
る
体
制
の
構
築

○
　
目
標
7
-
3
　
指
導
監
査
結
果
の
関
係
市
町
村
と
の
共
有

＜
国
の
基
本
指
針
＞

　
・
県
が
実
施
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る
指
導
監
査
の
適

正
な
実
施
と
そ
の
結
果
を
関
係
自
治
体
と
共
有
す
る
体
制
の
有
無
及
び
そ
の
共
有
回
数
の
見
込
み
を
設
定
す
る
。

＜
県
目
標
値
＞

　
・
県
が
実
施
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る
指
導
監
査
の
適

正
な
実
施
と
そ
の
結
果
を
関
係
自
治
体
と
共
有
す
る
体
制
は
構
築
済

　
・
県
が
実
施
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る
指
導
監
査
の
適

正
な
実
施
と
そ
の
結
果
を
関
係
自
治
体
と
共
有
す
る
回
数
の
見
込
み
を
年
間
5
4
回
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